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一
ど
を
巡
る
．
3
回
目
の
団
交
で
、
 
 

一
方
的
に
終
了
を
宣
言
し
て
退
 
 

摘
…
悶
絹
 
 

／
 
 

抽
北
海
道
大
が
人
事
院
勧
告
に
 
 

準
拠
し
て
給
与
引
き
下
げ
を
打
 
 

ち
出
し
、
一
方
的
に
団
休
交
渉
 
 

を
打
ち
切
っ
た
の
は
不
当
だ
と
 
 

し
て
、
同
大
教
職
員
組
合
（
神
 
 

沼
公
三
郎
委
員
長
）
が
道
労
働
 
 

委
員
会
に
救
済
を
申
し
立
て
た
 
 

問
題
で
、
道
労
働
委
は
3
1
日
、
 
 

同
大
の
不
当
労
働
行
為
を
認
 
 

め
、
団
交
に
応
じ
る
よ
う
命
令
 
 

し
た
。
 
 
 

命
令
に
よ
る
と
、
北
大
は
2
 
 

0
0
9
年
‖
月
、
給
与
改
定
な
 
 

道
労
働
委
員
会
認
め
る
 
 

教
職
員
給
与
巡
る
団
交
 
 

た
．
豹
血
岬
 
 

不
当
労
働
行
為
 
 

を
求
め
た
が
、
応
じ
な
か
っ
た
。
 
 

こ
う
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
道
 
 

労
働
委
は
「
（
大
学
は
）
不
誠
 
 

実
な
交
渉
態
度
で
あ
る
と
い
わ
 
 

ざ
る
を
得
な
い
」
な
ど
と
し
て
 
 

不
当
労
働
行
為
と
認
定
し
た
。
 
 
 

命
令
を
受
け
て
、
北
大
職
員
 
 

課
は
「
命
令
書
の
内
容
を
十
分
 
 

に
精
査
し
、
対
応
を
検
討
し
た
 
 

い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。
 
 

組
合
は
「
改
め
て
団
交
を
申
し
 
 

入
れ
た
い
。
大
学
側
は
命
令
を
 
 

受
け
入
れ
て
行
動
し
て
ほ
し
 
 

い
」
と
し
て
い
る
。
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 卸

圏
道
男
働
妻
が
北
大
に
 
 

救
済
命
令
 
0
9
年
度
の
期
 
 

末
・
勤
勉
手
当
の
引
き
下
 
 

げ
な
ど
を
め
ぐ
り
、
北
海
 
 

道
大
教
職
員
組
合
（
神
沼
 
 

公
三
郎
委
員
長
）
が
北
大
 
 

の
不
当
労
働
行
為
に
よ
る
 
 

救
済
を
申
し
立
て
た
問
題
 
 

で
、
道
労
働
委
員
会
は
3
1
 
 

日
、
北
大
に
対
し
て
誠
実
 
 

3
1
日
、
2
0
0
9
年
度
の
 
 

賃
金
改
定
を
め
ぐ
る
北
大
 
 

（
佐
伯
浩
学
長
）
と
北
大
教
 
 

職
員
組
合
と
の
団
体
交
渉
 
 

で
、
北
大
側
が
説
明
不
十
 
 

分
な
ま
ま
交
渉
を
打
ち
切
 
 

っ
た
の
は
不
当
労
働
行
為
 
 

に
当
た
る
と
し
て
、
北
大
 
 

に
対
し
、
交
渉
を
再
開
す
 
 

る
よ
う
救
済
命
令
を
出
し
 
 

た
。
 
 
 

同
組
合
は
1
0
年
3
月
、
 
 

少
 
 

に
団
体
交
渉
に
応
じ
、
組
 
 

合
の
運
営
に
介
入
し
な
い
 
 

こ
と
な
ど
を
求
め
る
救
済
 
 

命
令
を
出
し
た
。
北
大
職
 
 

員
課
は
「
内
容
を
ま
だ
把
 
 

握
し
て
い
な
い
の
で
、
精
 
 

査
し
て
対
応
を
決
め
た
 
 

い
」
と
し
て
い
る
。
 
 

北
海
道
労
働
委
員
会
は
 
 

聖
骨
且
 
 

交
再
開
拒
否
は
不
当
 
 
 

道
労
働
委
、
北
大
に
救
済
命
令
 
 

■
静
瓜
叩
 
 

団
交
を
打
ち
切
っ
て
退
席
 
 

し
た
り
、
交
渉
再
開
を
拒
 
 

否
し
た
北
大
の
行
為
は
、
 
 

組
合
運
営
へ
の
支
配
介
入
 
 

で
あ
る
と
認
定
。
交
渉
再
 
 

開
と
、
謝
罪
文
を
組
合
に
 
 

手
渡
す
こ
と
を
命
じ
た
。
 
 
 

同
組
合
に
よ
る
と
、
国
 
 

立
大
学
法
人
に
救
済
命
令
 
 

が
出
さ
れ
た
の
は
全
国
で
 
 

2
件
目
、
道
内
で
は
初
め
 
 

道
労
働
委
に
救
済
を
申
 
 

立
て
て
い
た
。
命
令
は
 
 
〕
 
 

て
と
い
う
。
神
沼
公
三
郎
 
 

執
行
委
員
長
は
「
不
正
常
 
 

な
団
体
交
渉
だ
っ
た
と
認
 
 

め
ら
れ
た
。
大
学
は
命
令
 
 

に
服
し
て
ほ
し
い
」
と
話
 
 

し
て
い
る
。
同
大
は
「
命
 
 

令
書
の
内
容
を
十
分
に
精
 
 

査
し
て
、
対
応
を
検
討
し
 
 

た
い
」
と
し
て
い
る
。
 
 
 

軋
 
 

品
 
 
 

ト
レ
 
 

ワ
 
 

組
合
側
は
会
見
を
開
き
「
非
 
 
 

常
に
重
要
な
勝
利
命
令
。
大
学
 
 
 

は
命
令
に
従
い
、
誠
実
に
組
 
 

勘
合
と
の
交
渉
に
応
じ
て
欲
し
 
 

β
 

道
労
働
委
 
 

員
丁
 
 

棚
北
海
道
大
学
が
、
同
大
教
職
 
 

員
組
合
（
神
沼
公
三
郎
委
員
 
 

長
、
由
合
貞
約
3
0
0
人
）
と
 
 

の
団
体
交
渉
で
説
明
が
不
十
分
 
 

な
ま
ま
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
 
 

り
、
再
開
を
拒
否
し
た
り
し
た
 
 

の
は
不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
 
 

と
し
て
、
北
海
道
労
働
委
員
会
 
 

は
3
1
日
、
北
大
に
対
し
救
済
命
 
 

令
を
出
し
た
。
 
 
 

命
令
書
に
よ
る
と
、
北
大
は
 
 

2
0
0
9
年
、
同
大
教
職
員
組
 
 

合
と
の
賃
金
な
ど
を
め
ぐ
る
団
 
 

体
交
渉
で
、
論
議
の
途
中
で
交
 
 

渉
を
打
ち
切
っ
て
退
席
し
た
 
 

り
、
契
約
職
員
の
期
末
・
勤
勉
 
 

手
当
の
問
題
も
含
め
て
日
程
調
 
 

整
を
す
る
と
し
な
が
ら
必
要
性
 
 

が
な
い
と
し
て
交
渉
再
開
を
拒
 
 

否
し
た
り
し
た
。
不
誠
実
な
対
 
 

応
で
「
組
合
運
営
の
支
配
介
 
 

入
」
と
判
断
し
た
。
 
 

ゴ
1
 
 

い
」
と
述
べ
た
。
一
方
、
北
大
 
 

総
務
部
は
「
命
令
書
の
内
容
を
 
 

十
分
に
精
査
し
、
対
応
を
検
討
 
 

し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
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団
交
の
打
ち
切
り
 
 
 

大
に
救
済
命
令
 
 


